
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ～各コースの活動について～ 

【ジュニアユースコース】 

 ４月14日現在、新１年生10名を加え、総勢21名で

再スタートを切りました。 

 本年度は、21名全員がクラブ登録を選択し、さっ

そく4/15から始まった第16回日本ｸﾗﾌﾞﾕｰｽ選手権

（U-15）大会に参戦しています。 

 ３年生４名、２年生７名、１年生10名と、上級生

が少ないことから、他チームと比べて体格的に劣る

のは否めませんが、個々の技術などはけっしてひけ

をとっていないことが、先日の第１戦（ロクＦＣ：

前年度準優勝チーム）でも示されました（ひいき目

ではありません。本当にそう感じました）。残念なが

ら、試合は０－５で負けてしまいましたが、ほとん

ど公式戦の経験の無い２年生や入学したての１年生

が多く、初めてチームを組んだに等しい中での初ゲ

ームとしては、かなり健闘したものと思います。 

３年生がチームを引っ張りながらも、１～３年生

がわけ隔てなく互いに励まし合う姿は、他のチーム

にはみられない浦スポの良さであると感じました。 

 昨年度に比べて練習日も増えたことから、これか

ら、体力・技術ともいっそう向上し、どんどん良い

チームになっていくことが期待できます。 

今後は、合宿なども行いながら、以下のような公

式大会を中心に参加していく予定です。 

☆６月頃 高円宮杯全日本ｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-15）選手権

大会 
☆９月頃 高円宮杯埼玉新聞社旗争奪埼玉県ﾕｰｽ

（U-15）選手権 

☆10月頃 埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-15）選手権大会 

☆11月頃 埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-13）選手権大会

兼ﾅｲｷﾌﾟﾚﾐｱｶｯﾌﾟ埼玉県ｸﾗﾌﾞ予選大会 

☆12月頃 埼玉県ｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ（U-14新人戦）選手

権大会 

 さらに活動が活発になるように、引き続き会員の

募集をしていきますので、会員の皆さんもお友達な

どを誘ってみてください。 

【ユースコース】 

昨年度当初は５名しか残っていなかったユース

コースですが、彼らの地道な活動が実り、４月14日

現在で18名が正式に登録し、念願のクラブユース連

盟への正式登録が叶いました。 

これにより、今年度、以下のような大会に参加し

ていく予定です。 

☆４月下旬～ 日本クラブユース選手権大会 

☆５月上旬  彩の国カップクラブ予選 

☆７月～８月頃 関東ユースリーグ 

☆９月頃   浦和市民大会 

 現在、県内で正式に活動するユースクラブは、Ｒ

ＥＤＳ、アルディージャ、西武ＦＣと、浦和ＳＣの

４クラブのみであり、市民クラブとしては実に貴重

な存在であると言えます。 

 主力をなす高校３年生年代が13名と多いことから、

来年度以後の活動継続にむけ、１～２年生年代の会

員増加にまだまだ努力が必要です。 

 問い合わせや見学申し込みは多く寄せられていま

す。会員として定着していくかどうかは、クラブと

しての魅力、良さをアピールできるかどうかであり、

なによりも現在のユース会員自らが、自分たちで良

いクラブに育てていくのだということを見せられる

かに、浦和ＳＣユースの未来がかかっていると言え

ます。 

  

【選手コース】 

選手コースは、市民リーグ開幕に先だって１月下

旬から２月にかけてすでに天皇杯の県南部地区予選

に参戦しました。ここでは、試合を重ねるごとにま

とまりのある良いチームとなっていき４回戦まで駒

を進めましたが、惜しくもＰＫ戦で敗れ、県予選へ

の進出がなりませんでした。 

2001年度浦和市民リーグもすでに３月初旬から始

まっています。浦和ＳＣの選手コースは、市民リー

グ１部に所属しています。本年度当初の選手コース

登録は20名でスタートしました。今年のチームの年
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齢層は20～35歳で平均は27～28歳程度です。 

 市民リーグでは、１部のリーグ戦７試合と、県３

部への昇格につながるブロックリーグ４試合の計11

試合を９月下旬までかけて行います。 

4/1に第１回戦をむかえた市民リーグでは、まだ本

調子がでずに、苦戦をしています。 

 
＊浦和市民リーグ 

 １部８チーム、２部８チーム、３部８チーム×４ブロック、４

部８チーム×４ブロック、けやきリーグ12チーム、シニアリーグ

７チームの計99チームが社会人チームとして参加するおそらくは

全国的にも最大規模を誇る市民リーグです。  

 

【生涯コース】 

生涯コースは、今年度より浦和市民リーグけやき

リーグに所属（チーム名：ＵＳＣ彩）し、リーグ戦

年間７試合を行います。 

 4/1に行われたリーグ戦初戦は４－０で快勝でし

た。けやきリーグは交代人数に制限がなく、参加者

全員が出場できるようになっています。 

生涯コースには、約30名が登録しており、年齢層

は、22～63歳までと幅広い会員層を誇る、浦和ＳＣ

内の最大派閥です（笑）。 

 が、これにとどまらず（飽きたらず？）、高齢会員

は（準シニアとして35歳から認められます）、シニア

チームを結成し、シニアの大会などに参戦していま

す。 

 これにより、最大派閥にもかかわらず、ともすれ

ば人数不足をまねいており（仕事が忙しいせいもあ

るようです？）、今後の炎天下での試合などを考える

と、会員増加が急務とも言えます。 

 

【各年代チーム相互の手伝いと応援について】 

 このように、浦和ＳＣでは、現在４カテゴリー（有

志のシニアチームを加えると５つになる！）が活動

する県内でも稀な存在となりました。 

 お互いの試合の応援や手伝いなど、会員の皆様の

積極的な協力をお願いします。 

 

～総合型スポーツクラブへの展開を目指して～ 

 このように中学生からシニアまで幅広い年齢層の

交流、活動がどうにか動き始めたことから、今一度、

クラブ設立の理念に立ち返り、地域の総合型スポー

ツクラブへの展開を、再度進めていくことが大切で

あると感じています。 

 地域スポーツクラブの設立は、今や夢物語ではあ

りません。県内でも所沢市、志木市などで試みが始

まっています。欧州のようにきれいな芝生の上

で・・・・とは簡単にいきませんが（欧州のクラブ

には数百年という歴史があります！ 浦和ＳＣのた

かが10年の歴史では、まだまだですよね（笑））、文

部省や埼玉県でもスポーツ振興計画などを策定し、

地域スポーツクラブの設立を推進することとしてい

ます。学校の週休二日制への移行、少子化、高齢化

余暇時間の増加など、地域スポーツクラブへのニー

ズはますます高まるものと考えられます。 

 浦和ＳＣでは、市、県当局への働きかけや、大学、

他クラブとの連携なども視野にいれながら、総合型

クラブへの展開に向け、活動を再開したいと考えて

います。 

 会員や、ユース・ジュニアユース会員の保護者の

方で、このような活動に関心をお持ちの方は、事務

局までお声をおかけください。 

 ぜひ、一緒に市民クラブから発生した総合型クラ

ブをつくりましょう！ 

 関連図書（といってもマンガです）が事務局にあ

ります。お読みになりたい方はご連絡ください。お

送りするか、練習の時にお貸しします。 

 インターネットを利用できる方は、以下のＨＰ（ク

ラブネッツ（ＮＥＴＺ））などもご覧ください。 
http://www2u.biglobe.ne.jp/~sports/clubnetz/ 

 

事務連絡 

2000 年度途中入会及び 2001 年度新入会者の入会

式を５月５日 14 時より駒場スタジアム会議室で

行います。 

該当するジュニアユース会員と保護者、ユース保

護者、一般会員の方は出席してください。 

というチームで構成されており、まさに本クラブ

の（旧）生涯コースの活動理念に合致したものと言

えます。 

将来的に、会員数が増加した時には、さらにシニ

アリーグに参加し３チーム構成にするなど、年齢層

に応じたチーム編成なども考えていきたいと思って

います。 

 なお、チーム名のUSC彩は、リーグ内においてＡチ

ームの登録名である浦和SCと区別をつけるためのも

のであり、所属クラブの名称が変わるものではあり

ません。また、リーグへの会員の登録は、２重登録

できませんのでご注意ください。 

～ おまけ ～ 

☆ 会員の皆さんの顔写真の撮影ができましたら、会員証を

お配りします。 

☆ 会員証を提示すると、次のお店で特典があります。 

・ ヒロスポーツ浦和店（電話048-822-9662 浦和調

神社近く）で店頭価格からさらに5%引き（バーゲン

品でも！）。 

・ 北浦和東口ワールドサッカーカフェで最初の１杯

100円！ ってマスターが言っていたと思います（み

んな酔っていたので確証がない・・・） 

☆ こういうお店を増やしていきましょう！皆さんで声を

かけてみてください。 


